
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

令和４年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 
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 今後の取り組み 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 こどもの医療と福祉 在宅支援 人材育成プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

一般社団法人 笑顔の花 

399-8205 長野県安曇野市豊科 4932番地 13 

事業区分 (2)保健、医療、福祉の充実、(3)教育、文化の振興 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,113,257円（うち支援金：1,039,000円） 

 

① 小児医療ケアを支える人材育成 

② 病気障がい児を支える家族支援 

③ 在宅療養中の子どもの災害支援 

④ 若者子育て世代の移住推進 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

医療系の教育機関をはじめ民間

企業や行政機関との繋がり想像以

上の広がりを実現できました。皆

と共に次期事業計画を立て更なる

チャレンジに挑みます。 

【医療的ケア児の防災支援】 

 

 【目標・ねらい】 

 

子ども達を地域全体で支援して行くために医療系を目

指すに学生だけでなく民間企業や行政職員と学びを深

めていくことができました。SNSを通じて県外の高校生

から勉強会参加要望があり、後に探究課題に活かすこと

ができました。リモート訪問で先天性心疾患の子の母親

の話を聞いて助産師の道へ進路を決めたという声をい

ただきました。また医療系の学生向けをきっかけにスタ

ートしたプロジェクトが幅広い人たちの役に立つこと

ができました。今後さらなる可能性を広げて行きたいと

思います。 

 

こどもの医療や福祉に関わる人たちに向けた人材育成

プロジェクト内容は、オンラインによる定期的な勉強会

と学びを深めるシンポジウム、具体的にどう社会に生か

して行くかを学ぶブラッシュアップ講座を行います。 

引き続きオンラインでのリモート訪問は勉強会を重ねて、シンポジウム、ブラッシュアップ講

座を行っていきます。今後は動画を制作し、Youtube など SNS を活用して長野県から全国へ

発信していきます。医療系学校への動画教材の販売や自治体への周知を図り、行政支援に生か

せるよう職員や議員の勉強会参加を促します。民間企業との連携により、社会貢献事業も取り

組みます。そして医療的ケア児の母親に講師として依頼することで就労支援にも繋げます。 


